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一、調査結果 

台湾における漆を作る技術の伝承は、日本統治時代の末期のごく短い時間における正式な伝習にみら

れるのみで、その主なものは二つある。一つは1928年に設立された台中市立工芸伝習所（後に私立工

芸専修学校）で、もう一つは日本の理研電化工業株式会社が1941年に新竹州（現在の新竹県）に理研

株式会社を設立した。 

今日の台湾漆工芸の発展に大きな影響を与えるのは、日本香川県出身の山中公である。台湾の漆工芸

の父と呼ばれる山中は、「讃岐彫」と言われる四国に特有な漆工芸の技法をもっていた。東京美術学

校から卒業後、地元香川の工芸学校の教員を経て、日本による台湾領有が始められた直後に台湾に渡

った。そのため、早期の台湾漆工芸は「讃岐彫」という技法がメーンになった。日本の影が色濃く残

っていると言われても、山中氏は台湾島の風物や人びとの生活習俗など、台湾ならではの風土を反映

したモチーフを活用し、「蓬莱塗」と称される漆器を創出した。1932年に山中工芸専修学校を設立

し、多くの人材を育った。その中、陳火慶、王清霜及び頼高山三人は台湾漆工芸に大きな貢献を果た

していた。 

王清霜と頼高山両氏は卒業後東京美術学校で漆芸を勉強して、帰国してから頼氏が自宅を改造して

「台中漆文化博物館」を創立して、台湾の民間における漆工芸教育機関として大きな役割を果たして

おり、漆文化の創作研究と発展に大きな寄与をする。王氏は「南投県工芸研修所」（現在の「国立台

湾工芸研究所」）の教務主任を勤め、多くの生徒達に「蒔絵技芸」という技術を教えていた。この二

人のお陰で、漆芸が多くの若者に伝承されていて、様々なオリジナルな作品作り出してくる。 

二、将来研究の課題 

今回は台湾における日本の漆工芸教育を受けた世代の第一世代を中心として研究した。第二代と第三

代の後継者は日本の漆芸をマネするというだけではなく、自分なりのオリジナルな作品を求めてい

る。たとえ頼高山の息子・頼作明氏は木胎ではなく、陶胎漆器の創作のオリジナリティを見出そうし

ていて、かなり研究する価値があると思う。将来には機会があれば、その課題に触れることはできた

ら幸いです。 
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